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注意 

  ・製品を使用する前に必ず本書をお読みください。 

 ・本書は製品と共に保管してください。 
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はじめに 

▲はじめに▼ 

このたびは，リモートコントロールアンプＡＲシリーズをお買い上げいただき誠にありがとうございます。ご使

用の際には、取扱説明書をよく読んでいただき、正しくお取扱いくださるようお願い申しあげます。 

本取扱説明書は、本製品を正しく動作させ、安全にご使用いただくために必要な知識を提供するためのも

のです。常に本製品と一緒に保管し使用してください。 

また、取扱説明書の内容について不明な点がございましたら、弊社までお問い合わせください。 

 

 

▲梱包内容の確認▼ 

冬期の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱いたしますと、製品の表面に露を生じ、動作に異常をきたす

恐れがありますので、室温に馴染ませてから開梱するようお願いいたします。 

本製品は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが、ご受領後開梱しましたら、外観に損傷が

ないかご確認ください。また、本製品の仕様，付属品等につきましてもご確認をお願いいたします。万一、

損傷・欠品等がございましたら、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所にご連絡ください。 

▲ご注意▼ 

●本書の内容は，将来予告なしに変更することがあります。 

 

●本書の内容の全部又は一部を無断で転載，複製することは禁止されています｡ 

 

●本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審な点や誤り，記載漏れなどお気づきのこと

がありましたらご連絡ください。 

 

●運用した結果の影響については，上記に係わらず責任を負いかねますのでご了承ください。 
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安全上の対策 

 

本製品のご使用にあたって，以下の事項を必ずお守りください。尚，取扱注意に反した行為による障害

については保証できません。  

 

本取扱説明書では，本製品を安全に使用していただくために次のような事項を記載しています。 

 

 

 

 

感電事故など，取扱者の生命や身体に危険がおよぶ恐れがある場合に、その危険を避けるための注意

事項が記されています。 

 

 

 

機器を損傷する恐れがある場合や，取扱上の一般的な注意事項が記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告

注意
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●ガス中での使用 

可燃性，爆発性のガス，又は蒸気のある雰囲気内で使用しないでください。 

お客様及び本製品に危険をもたらす原因となります。 

●ケースカバーの取り外し（分解） 

本製品のカバーの取り外しは、他の故障原因（ネジの損失、外部からの異物の混入により）を引

起しますので、決して行わないでください。 

●入力信号の接続 

本製品の保護接地端子を確実に接地してから入力端子への接続を行ってください。 

感電事故や焼損事故を防ぐため，入力線の接続するときには入力線に感電するような信号およ

び同相電圧が印加されていない事を確認の上，作業を行ってください。 

●動作中の注意 

本製品の動作中は入力端子（入力信号線）－本製品（保護接地）間，入力端子－出力（出力信

号線）間などには高電圧が生じている可能性がありますので，操作するときには感電事故に十分

注意してください。 

●本製品の設置カテゴリおよび汚染度 

本製品は設置カテゴリⅡ，汚染度Ⅱの使用機器です。この範囲内でご使用ください。供給電源が

本製品の定格内であることを必ず確認のうえ，本製品の電源を入れてください。 

警告
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●取扱上の注意 

以下の事項に十分注意して，本製品を取扱いください。 

 

１）操作者の限定 

 本製品の操作方法を知っている人以外の使用をさけてください。 

 

２）本製品の保管および使用環境 

本製品は次のような場所で保管又は使用しないでください。 

 

 ①直射日光や暖房器具などで高温又は多湿になる場所 

  （使用温度範囲：－１０～５０℃，湿度範囲：３５～８５％） 

  オプションユニットについては、特に指定なき場合は上記温度範囲とします。 

  本製品の保存温度は －２０～７０℃，保存湿度は１０～９０％です。 

  特に，夏の時期，長時間日射の当たる場所や温度が異常に高くなる場所（自動車内等）に保管

しないでください。 

 ②水のかかる場所 

 ③塩分，油，腐食性ガスの充満している場所 

 ④湿気やほこりの多い場所 

 ⑤振動の激しい場所 

 

３）校正 

 本製品の精度を維持するために，定期的な校正をお勧めします。 

 １年に一度定期校正（有償）を行うことにより，信頼性の高い測定が行えます。 

 

 

注意
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取扱上の注意 

 

本製品を使用する前に、取扱説明書を熟読されますようお願いいたします。 

 

１． 本製品の出力に外部から電圧・電流を加えないでください。 

２． 本製品は必ずＡＲ１０００の筐体に実装して使用して下さい。 

３． 使用温度範囲（－１０～５０℃）、使用湿度範囲（３５～８５％ＲＨ、ただし結露除く）以内で御使用くださ

い。高湿度下、低温場所に保管されていた本製品を取り出して使用するときには結露しやすいので、

充分使用環境温度になじませてから御使用ください。 

本製品の保管場所は、下記のような場所を避けてください。 

○湿度の多い場所 

○直射日光の当たる場所 

○高温熱源の周辺 

○振動の激しい場所 

○ちり、ゴミ、塩分、水、油、腐食性ガスの充満している場所 

４． 本製品は、設定値保存用にフラッシュメモリを採用していますので、電池は内蔵していません。 

 



 ６ 

 

保証要領 

 

 

 弊社の製品は設計から製造工程にわたって，充分な品質管理を経て出荷されていますが，ご使用中に

万一故障だと思われた場合，弊社に修理の依頼をされる前に本製品の操作，電源電圧の異常，ケーブル

類の接続などをお調べください。 

 

 修理や校正のご要求についてはご購入先または巻末に記載の支店・営業所へご相談ください。その場合，

機器の形式，製造番号，及び故障状況の詳細をお知らせください。 

 

尚，弊社の保証期間及び保証規定を以下に示します。 

 

保証規定 

 

１． 保証期間：本製品の保証期間は，納入日より１年です。 

 

２． 保証内容：保証期間内の故障については，必要な修理を無償で請け負いますが，次の場合は，弊社

規定によって修理費を申し受けます。 

 

① 不正な取扱いによる損傷，又は故障。 

② 火災，地震，交通事故，その他の天災地変により生じた損傷又は故障。 

③ 弊社以外の手による修理，又は改造によって生じた損傷，又は故障。 

④ 機器の使用条件を超えた環境下での使用，又は保管による故障。 

⑤ 定期校正。 

⑥ 納入後の輸送，又は移転中に生じた損傷，又は故障。 

 

３． 保証責任 ： 弊社製品以外の機器については，その責任を負いません。 
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１. 概 要 
 

1 . 1  特 長  
Ｆ／Ｖコンバータユニット（ＡＲ１０－１０７）は、周波数をアナログ電圧に変換するユニットです。 

デバイスの鉛フリー化、電池レス等 環境保全を考慮した製品設計を採用しています。 

低周波に強いパルスカウント方式を使用し、応答周波数は高速で測定周波数にかかわらず一定です。 

また、トリガレベルがスッテプ切換えになっており０Ｖ～１５０Ｖの任意の値に設定できます。 

尚、万一不備な点がありましたら７項の保守をご覧いただき、その上でご購入先または巻末に記載の支

店・営業所にご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

図 １ － １  Ａ Ｒ １ ０ － １ ０ ７
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1 . 2  A R ｼ ﾘ ｰ ｽ ﾞ 製 品  

ＡＲシリーズには、下記の製品が用意されています。 

 

製品名 形  式 項  目 備  考 

８ＣＨベンチトップケース AR1１０１ 汎用８ＣＨベンチトップケース  

１６ＣＨベンチトップケース AR1１０２ 汎用１６ＣＨベンチトップケース  

１６ＣＨラックマウントケース AR1１０３ 汎用１６ＣＨベンチトップケース  

専用８ＣＨベンチトップケース AR1２０１ ＡＣストレイン専用８ＣＨベンチトップケース  

専用１６ＣＨベンチトップケース AR1２０２ ＡＣストレイン専用１６ＣＨベンチトップケース  

専用８ＣＨベンチトップケース AR1４０１ ＤＣストレイン専用８ＣＨベンチトップケース  

専用１６ＣＨベンチトップケース AR1４０２ ＤＣストレイン専用１６ＣＨベンチトップケース  

ＡＣストレインアンプユニット AR10-104 交流ストレインアンプ オプション選択 

振動アンプユニット AR10-105 振動アンプ オプション選択 

温度アンプユニット AR10-109 熱電対アンプ オプション選択 

ＤＣストレインアンプユニット AR10-110 直流ストレインアンプ オプション選択 

ＬＡＮ Ｉ／Ｆ ユニット AR10-150 ＬＡＮにてﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ可能 オプション選択 

ＵＳＢ Ｉ／Ｆ ユニット AR10-151 ＵＳＢにてﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ可能 オプション選択 

ＲＳ－２３２Ｃ Ｉ／Ｆ ユニット AR10-152 ＲＳ－２３２Ｃにてﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ可能 オプション選択 

ＤＣ電源 ユニット AR10-148 ＤＣ電源にて動作可能 オプション選択 

BNC OUTPUT ﾎﾞ-ﾄﾞ 
AR10-160 

/161 

ＢＮＣ端子出力 

１出力 

出荷時指定 

Ｄsub OUTPUT ﾎﾞ-ﾄﾞ 
AR10-162 

/163 

Ｄｓｕｂコネクタ一括出力 

２出力 
出荷時指定 

ブランクパネル AR10-139 アンプユニット用空パネル オプション選択 

ブランクパネル AR10-153 Ｉ／Ｆ用空パネル オプション選択 

ブランクパネル AR10-149 ＤＣ電源用空パネル オプション選択 

 

1 . 3  標 準 品 付 属 品  
 取扱説明書  1冊 

表１－１ オプション製品一覧 
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1 . 4  計 測 のブロ ッ ク ・ ダ イヤグラム  

本製品を含む計測における測定系は、測定すべき現象（信号）の大きさ、周波数及び測定時間等を考慮し

て組まれますが、その中でも最も多く使用される測定系をブロック図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オシロスコープ 波形観測 

データレコーダ データ収録装置 

デジタルボルトメータ デジタル表示 

サーマルドットレコーダ 
高帯域波形記録

（DC～20kHz） 

データアクイジション装置 
高速波形記録 

（DC～100kHz） 

データ処理装置 
波形の統計処理 

データ解析 

測定現象 変換器 測定器 記録および処理 

図１－２ 計測ブロック図 

荷 重 

圧 力 

変 位 

加速度 

トルク 

ブリッジ 

ボックス 

ひずみ 

ゲージ 
ひずみ 

リモートアンプ 

 

AR1000 ｼﾘｰｽﾞ 

各種変換器 

振 動 

温 度 

回 転 

アンプ内蔵型加速度センサ 

圧電型加速度センサ 

各種変換器 

回転センサ 
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図２－１：本体前面 
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2 . 1  前 面 パネル各 部 の名 称 と機 能 （図 2 - 1 参 照 ）  

 

番

号 

名  称 機  能 

① ＡＲ１０００形式番号  ＡＲ１０００シリーズ形式番号です。 

製品形式は定格名板に記載されています。 

② ＬＣＤ表示器 ＭＯＮＩＴＯＲ⑥の出力電圧をデジタル表示します。⑫また

は⑭にて選択されたチャネルの出力値を表示します。  

③ 表示切替えスイッチ 

（ＤＩＳＰ） 

 

デジボル画面→Ｉ／Ｆ設定画面→実装アンプ情報画面

（１）→実装アンプ情報画面（２）→本体ケース情報画面

の順にスイッチを押すごとに切替わります。 

インタフェースユニットが実装されていない場合、Ｉ／Ｆ設

定画面は表示されません。８チャネルケースの場合実装

アンプ情報画面（２）は表示されません。 

画面表示については２．４項「画面操作」を参照して下さ

い。 

キーロックスイッチ 

（KEY LOCK） 

 

１秒間以上押すとキーロックのＯＮ／ＯＦＦが行えます。

ロック状態のとき、ＫＥＹ ＬＯＣＫ ＬＥＤ⑱の緑色が点灯

します。ロック時は操作部の全てのツマミ⑦～⑫及びス

イッチ④、⑭は動作しません。ロックの解除は、スイッチ

を 1 秒間以上押すと、ＫＥＹ ＬＯＣＫ ＬＥＤの⑱が消灯

し、解除されます。 

リモートコントロールにて操作を行った場合、強制的にＫ

ＥＹ ＬＯＣＫ状態になり、ツマミでの操作は行えません。 

④ 校正値印加スイッチ 

（ＣＡＬ） 

 

 

 

 

ＣＡＬ値を印加するためのスイッチです。“＋”スイッチを

押すと＋５Ｖが出力されます。その際、入力信号は切り

離されます。“－“スイッチを押しても、現状の状態のまま

動作しません。“＋”スイッチを再度押すと校正値ＬＥＤ⑰

が消灯し、ＯＦＦとなります。 

使用後は必ずＯＦＦに戻してください。 

また、校正値ＬＥＤ⑰が点滅している時は、他のチャネル

にて校正値印加スイッチ④が印加されていることを表示

しています。 

⑤ 電源スイッチ 

（ＰＯＷＥＲ） 

スイッチを押すと本製品に電源が供給されます。再びス

イッチを押すと電源はＯＦＦになります。 

⑥ モニタコネクタ 

（ＭＯＮＩＴＯＲ） 

ＣＨ ＳＥＬＥＣＴツマミ⑫またはＣＨ ＳＥＬＥＣＴスイッチ⑭

にて選択されたチャネルの出力値をアナログ信号として

出力します。 

 

表２－１：前面パネル名称と機能（1） 
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番号 名  称 機  能 

⑦ オートバランススイッチ 

（ＢＡＬ） 

 

 

《本製品には、適用されません。》 

抵抗バランス微調整ツマミ 

（ＺＥＲＯ） 

 

《本製品には、適用されません。》 

⑧ 

 

測定範囲切替えツマミ 

（ＲＡＮＧＥ） 

 

 

測定範囲（レンジ）切替えツマミです。右へ回すと測定範

囲以下のように変更されます。 

OFF⇒20kHz⇒10kHz⇒5kHz⇒2kHz⇒1kHz⇒500Hz⇒

200H⇒100Hz 

セルフチェックスイッチ 

（ＣＨＥＣＫ） 

 

 

ツマミを押すと内部回路の動作確認を行います。 

主な内部回路に不具合がみられた場合、 

ＳＥＬＥＣＴ ＬＥＤ⑮の黄色が点滅します。 

⑨ 測定範囲微調整ツマミ 

（ＶＡＲ） 

 

 

《本製品には、適用されません。》 

速度切替えスイッチ 

（ＳＬＯＷ／ＦＡＳＴ） 

 

 

《本製品には、適用されません。》。 

⑩ ローパスフィルタ設定ツマミ 

（ＦＩＬＴＥＲ） ＬＰＦ 

 

 

ローパスフィルタの設定を行います。ツマミを左右に回す

とローパスフィルタの OＦＦ（＝W/B）およびフィルタ遮断周

波数の選択が行えます。 

 

ハイパスフィルタ設定ツマミ 

 

 

ツマミを押すと入力結合（ＡＣ／ＤＣ）の切換えが行えま

す。 

 
表２－１：前面パネル名称と機能（2） 
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番号 名  称 機  能 

⑪ ＶＡＬＵＥツマミ 

 

ＳＥＬＥＣＴツマミ 

 （ＳＥＬ） 

 

ＡＲ１２００、ＡＲ１４００のケースにおいて

はＶＡＬＵＥ⇒ＣＡＬとなります。 

本ツマミはトリガレベル設定ツマミです。表示値は“Ｖ”と

なり、０～１５０Ｖまで設定できます。設定は桁毎に数値

を設定する方式となります。ツマミ押すとＬＣＤ②のＴＲＧ

設定の変更可能の桁が点滅し、ツマミを左右に回すと数

値変更が行えます。詳細は２．２項「トリガレベル設定方

法」をご覧ください。 

設定値は ０Ｖ～４．９Ｖ：０．１Ｖステップ 

         ５Ｖ～４９Ｖ：  １Ｖステップ 

      ５０Ｖ～１５０Ｖ： １０Ｖステップ 

となります。 

⑫ チャネル選択ツマミ 

（ＣＨ ＳＥＬＥＣＴ） 

 

操作するチャネルを直接選択します。ツマミを左右に回

すとチャネル変更が行えます。ＬＤＣ表示器の左上に選

択されているチャネル番号が表示され、セレクトＬＥＤ⑮

の黄色が点灯します。 

全チャネル選択スイッチ 

（ＡＬＬ） 

 

ツマミを押すと、全てのチャネルを一括設定することがで

きます。ツマミを押す前に選択されていたチャネルがＬＣ

Ｄに表示され、そのチャネルを基準とし、各種設定を行い

ます。 

⑬ チャネル銘板 アンプのチャネル番号を表示しています。 

⑭ チャネル選択スイッチ 

（ＣＨ ＳＥＬＥＣＴ） 

スイッチを押すことにより、設定チャネルを選択すること

ができます。 

⑮ ＳＥＬＥＣＴ ＬＥＤ チャネル選択ツマミ⑫またはチャネル選択スイッチ⑭に

て選択されたチャネルＬＥＤが黄色に点灯します。 

電源投入時にアンプからの応答が無い場合及びＣＨＥＣ

Ｋ⑧機能実行時にて内部回路に不具合がみられた場合

に点滅します。ＣＨＥＣＫ機能による点滅はＲＡＮＧＥを 

ＯＦＦに設定している時は解除（点燈に）することができま

す。 

⑯ 出力表示ＬＥＤ 出力信号レベル表示を行います。 

＋約100mV以下：緑色が点灯、＋約100mV以上～＋約

5.25V 以下：赤色が点灯、＋約 5.25V 以上：赤色が点滅 

⑰ 校正値ＬＥＤ ±ＣＡＬの状態を表します。 

⑱ キーロックＬＥＤ キーロックの状態を表示します。ＯＮ時：緑色に点灯、

OFF 時：消灯となります。 

⑲ ケースナンバー ケースナンバーを設定することにより、リモートコントロー

ルにて呼び出す事ができます。 

表２－１：前面パネル名称と機能（3） 
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CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK
SEL

+-

01 :FVCONV 0.005V

RNG: 20kHz

VALUE

TRG:050.0V
LPF: 1kHz Coup.AC

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK
SEL

+-

01 :FVCONV 0.005V

RNG: 20kHz

VALUE

TRG:050.0V
LPF: 1kHz Coup.AC

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK
SEL

+-

01 :FVCONV 0.005V

RNG: 20kHz

VALUE

TRG:050.0V
LPF: 1kHz Coup.AC

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK
SEL

+-

01 :FVCONV 0.005V

RNG: 20kHz

VALUE

LPF: 1kHz Coup.AC
TRG:150.0V

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK
SEL

+-

01 :FVCONV 0.005V

RNG: 20kHz

VALUE

LPF: 1kHz Coup.AC
TRG:150.0V

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK
SEL

+-

01 :FVCONV 0.005V

RNG: 20kHz

VALUE

LPF: 1kHz Coup.AC
TRG:150.0V

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK
SEL

+-

01 :FVCONV 0.005V

RNG: 20kHz

VALUE

LPF: 1kHz Coup.AC
TRG:150.0V

2 . 2  ト リ ガ レベル設 定 方 法  

表示値は“Ｖ”です。０Ｖ～１５０Ｖまで設定できます。設定は桁毎に数値を設定する方式となります。 

ＶＡＬＵＥツマミ⑪を押すとＬＣＤ②内のＴＲＧの４桁目が点滅します。スイッチを左右に回すと数値が変わります。

（表示値が点滅状態でも設定は行われています。） 

入力したい数値となった時点でツマミを押すと、点滅が点灯（数値確定）に変わり、3桁目が点滅します。上記操

作を繰り返し、1 桁目まで設定してください。1 桁目が点灯し、全ての桁が点灯すると設定終了（数値変更は不

可）となります。設定値を変更する場合は上記操作を繰り返してください。 

■校正値設定数値 

トリガレベル設定範囲 ４桁目 ３桁目 ２桁目 １桁目 

０～１５０までの設定 0123456789 0123456789 0123456789 0123456789 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

                                        

例）トリガレベル設定値５０Ｖ → １５０Ｖに変更する場合  

                                 

                                  

 

 

 

 

                                

 

                                       

 

 

 

 

 

2  

ＶＡＬＵＥツマミ⑪を押します。 ４桁目（１）が点滅します。 ＶＡＬＵＥツマミ⑪を回し、数値

を１にします。⑪を押します。 

４桁目が１で点灯し、３桁目が５の点

滅になります。３、２桁目は数値変更

が必要ないため⑪を２回押します。 

１桁目が０の点滅になります。１

桁目も数値変更が必要ないため

⑪を１回押します。 

４桁全てが点灯し、設定が終

了します。 

図２－２：トリガレベル設定値 
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CH TYPE

5.000V

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK

+-

ZERO
BAL

+-

CHECK
RANGE

SEL

+-

+-

ALL
CH SELECT

VALUE

03 :FVCONV

RNG: 20kHz

CH TYPE

5.000V

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK

+-

ZERO
BAL

+-

CHECK
RANGE

SEL

+-

+-

ALL
CH SELECT

VALUE

RNG: 20kHz

03 :FVCONV CHECK

2 . 3  C H E C K の実 行  

  ツマミ⑧を押すとＳＥＬＥＣＴ ＬＥＤ⑮が点灯しているチャネルに対し内部回路のセルフチェックが行われま

す。アンプユニットの内部回路に不具合がみられた場合、ＳＥＬＥＣＴ ＬＥＤが点滅します。正常な場合は、点

滅動作はしません。 

チェック中は、入力信号は切り離されます。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＣＨＥＣＫはレンジＯＦＦ時も実行しますが不具合が生じた場合ＳＥＬＥＣＴ ＬＥＤ⑮は点滅しません。また、

レンジを切替えることにより不具合が生じたチャネルのＳＥＬＥＣＴ ＬＥＤ⑮は点滅します。 

     一度電源をＯＦＦにしますと、不具合情報は消えます。 

ﾂﾏﾐ⑧を押す 

“CHECK”と表示が点滅し、 

ｾﾙﾌﾁｪｯｸが終了した時点で 

動作前の画面に戻ります。 

《動作前》 
《動作中》 

図２－３：ＣＨＥＣＫ実行画面 

 

NOTE 
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CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK

01:FVCONV 05:FVCONV

03:FVCONV 07:FVCONV
02:FVCONV 06:FVCONV

04:FVCONV 08:FVCONV

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK

10:FVCONV 14:FVCONV
09:FVCONV 13:FVCONV

12:FVCONV 16:FVCONV
11:FVCONV 15:FVCONV

 

2 . 4  画 面 操 作  

  ＤＩＳＰスイッチ③を押すごとに以下の順に表示画面が切替ります。 

   例）オプションユニットＡＲ１０－１０７（Ｆ／Ｖコンバータ）、ＡＲ１０－１４０（ＯＳＣ ＵＮＩＴ）、ＡＲ１０－１４８（Ｄ

Ｃ 電源）、ＡＲ１０－１５０（ＬＡＮ ＵＮＩＴ）実装時 

＊ Ｉ／Ｆ未実装時は、Ｉ／Ｆ設定画面は表示されません。 

＊ ＤＣ電源未実装時は、電源電圧表示はＮＯＮＥとなります。 

８チャネルケースの場合は、実装アンプ情報画面（２）は表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

                               

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK

NMSK:255.255.255.000
PORT:51200 DELM:CRLF
ECHO:OFF

ADRS:192.168.001.250

選択チャネル：アンプの種類 

出力電圧表示 

設定レンジ     

ＤＩＳＰスイッチを押す 

デジボル表示画面 

アドレス 

ネットマスク 

ポート    デリミッター 

エコーバック 

Ｉ／Ｆ設定画面 

ＤＩＳＰスイッチを押す 

０１：アンプ種類  ０５：アンプ種類 

０２：アンプ種類  ０６：アンプ種類 

０３：アンプ種類  ０７：アンプ種類 

０４：アンプ種類  ０８：アンプ種類 

実装アンプ情報画面（１） 

０９：アンプ種類  １３：アンプ種類 

１０：アンプ種類  １４：アンプ種類 

１１：アンプ種類  １５：アンプ種類 

１２：アンプ種類  １６：アンプ種類 

実装アンプ情報画面（２） 

ＤＩＳＰスイッチを押す 

ＤＩＳＰスイッチを押す 

CH TYPE

CAL

+-

CASE

No.
0

DISP

KEY LOCK

VER:1.00 S/N:1234567
DC POWER UNIT: 12.0V
OSC UNIT:5kHz
I/F UNIT:LAN

ソフトＶｅｒ      シリアルＮｏ 

ＤＣ電源入力電圧レベル表示 

ＯＳＣユニット情報 

Ｉ／Ｆ実装情報 

本体ケース情報画面 

ＤＩＳＰスイッチを押す 

デジボル表示画面に戻ります。 

CALCASE

No.

CH TYPE

-

DISP

KEY LOCK

5.000V

0

+

03 :FVCONV

RNG: 20kHz

図２－４：ＤＩＳＰ画面 

CALCASE

No.

CH TYPE

-

DISP

KEY LOCK

5.000V

0

+

03 :FVCONV

RNG: 20kHz
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図２－５：Ｆ／Ｖコンバータ入力コネクタパネル 

 

2 . 5  Ｆ ／ Ｖ コ ンバ－タ入 力 コネク タパネルの名 称 と機 能 （図 2 - 5 参 照 ）  

 

番号 名  称 機  能 

1  固定ネジ 入力ケーブル等からのストレスを避ける為必ず固定してくださ

い。 

2  入力コネクタ Ｆ／Ｖコンバータの入力コネクタです。 

各種センサを接続してください。 

 

1

2

3

4

5

6

7

5

9

 
Ｆ／Ｖコンバータ 入力コネクタ（パネル面より） 

① Ｎ．Ｃ ② ＋ＩＮＰＵＴ ③ ｾﾝｻ電源+12V 

④ ｾﾝｻ電源 GND ⑤ Ｎ．Ｃ ⑥ Ｎ．Ｃ 

⑦ －ＩＮＰＵＴ ⑧ Ｎ．Ｃ ⑨ Ｎ．Ｃ 

 

コネクタハーネス側推奨品    

詳細は第一電子工業ホームページをご覧ください。 

名   称 定   格 メーカー 

コネクタ １７ＪＥ－２３０９０－０２（Ｄ１） 第一電子工業 

フードキット １７ＪＥ－０９Ｈ－１Ｃ 第一電子工業 
 

 
表２－２：入力コネクタパネル名称と機能

（1） 表２－１ 前面パネル（名称と機能）  

 1  

 2  



 ３－１ 

12V（ｾﾝｻ電源)

GND(ｾﾝｻ電源)

+(ｾﾝｻ出力信号ﾊｲｲﾝﾋﾟー ﾀ゙ ﾝｽ)

-(ｾﾝｻ出力信号ﾛ ｲーﾝﾋﾟー ﾀ゙ ﾝｽ)

３. 測定準備 
 

3 . 1  ケ ー ブルの接 続  

3．1．1 入力ケーブルの接続（図3-1参照） 

（１） 本ユニットはＦ／Ｖコンバータですので、周波数を電圧に変換するユニットです。 

一般の信号増幅器としては使用できません。 

（２） 信号のデューティー比は４０～６０％以内となるようにご注意ください。 

（３） 正確な雑音の少ない測定を行うには入力回路の接続が大変重要です。 

基本的には以下のように接続してください。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

図３－１：入力ケーブルの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＲ１０－１０７ 

入力コネクタパネル 

ｾﾝｻ 

引き差しするときは、この部分をも

って行ってください 

入力端子の＋側（２ピン）  

⇒信号源のハインピーダンス（Ｈ側：ホット側） 

入力端子の－側（７ピン）  

⇒信号源のローンピーダンス（Ｌ側：コールド側） 
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約5mV

+5V

出力電圧

fmin fmax 周波数(Hz)

 

3 . 2  測 定 前 の操 作  

（１） 筐体の電源スイッチ⑤（ＰＯＷＥＲ）を押すと電源が供給されます。 

    約３０分間予熱を行ってください。 

（２） 入力周波数に合わせて、測定範囲切替えツマミ⑧を回します。 

右へ回すと入力周波数が低くなります。 

レンジ設定は検出器からの最大出力周波数から決定されます。 

 

 

最大周波数＝ 

 

被測定体の最大回転数(rpm)×歯車の端数(P/R) 

６０ 

 

3 . 3  測 定 範 囲  

 

測定レンジ（Ｈｚ） 測定範囲（Ｈｚ） 

１００ ０．１Ｈｚ～１００Ｈｚ 

２００ ０．２Ｈｚ～２００Ｈｚ 

５００ ０．５Ｈｚ～５００Ｈｚ 

１ｋ １Ｈｚ～１ｋＨｚ 

２ｋ ２Ｈｚ～２ｋＨｚ 

５ｋ ５Ｈｚ～５ｋＨｚ 

１０ｋ １０Ｈｚ～１０ｋＨｚ 

２０ｋ ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ 

表３－２：測定範囲 

 

本ユニットは周波数を演算して出力電圧を発生していますので、２度目の周期が印加しませんと入力周波

数の演算ができません。得られるデータは図３－１のようになっております。 

 

                          

 ｆｍｉｎより小さくなりますと出力電圧は0Vになり 

ます。ｆｍａｘを超え出力電圧が５．２５以上にな

りますと出力表示ＬＥＤ⑯が点滅します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  図３－２ 
旧ケース 



 ４－１ 

４. 測定方法 
 

4 . 1  測 定 前 の注 意 事 項 （ 4 - 1 表 参 照 ）  

測定前には次表の諸点を注意してください。 

 

項   目 注  意  事  項 理    由 

センサの設置環境 ・電源供給型センサは 12V のものを選択する。 センサの誤動作、故障。 

センサの信号 ・デューティー比の確認 動作不安定 

Ｆ／Ｖコンバータユニット 

の設置環境 

・周囲温度、湿度は－10～50℃、35～85％ＲＨ

（結露除く）以内で使用する。 

動作不安定 

・振動は、MIL-STD810F 514,5C-1 準拠 

・49m/s 2rms(10Hz～55Hz,X,Y,Z 各 1 分/ｻ

ｲｸﾙ、5 ｻｲｸﾙ。)以内で使用する。 

破損の恐れ、ノイズの混入 

・強力な磁界あるいは電界内に設置しない 雑音の混入 

Ｆ／Ｖコンバータユニット 

の操作 

・コネクタはしっかりと接続する。 動作不安定、接触不良 

・入力コネクタに油、泥など入らないこと 動作不安定、接触不良 

・測定中、測定範囲切替えﾂﾏﾐ⑧は動かさない。

（ｷｰﾛｯｸをご使用ください） 

出力値が変化する。 

・ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀは特性を理解して使用する。 出力の立ち上がりの遅延。 

・入力結合は特性を理解して使用する。 意図するレベルにてトリガがかからない。 

・出力ケーブルをショートしない。 電源が起動しないことがある。回路の発熱。 

雑 音 対 策 筐体を接地する。 

 

 
表４－１ 測定前の注意事項 



 ５－１ 

ｾﾝｻ電源回路

ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ

ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ
設定回路

2

7

4

3

INPUTｺﾈｸﾀ

ｹﾞｰﾄ回路

DC/DC
ｺﾝﾊﾞｰﾀ

+V

-V

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ｱｲｿﾚｰﾀ

設定信号

ｶｳﾝﾀ回路 1/t回路

+9V

-9V

0V

RS485

設定信号

ＣＰＵ

ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ

D/A変換回路 OUTPUT A

OUTPUT B

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ｱｲｿﾚｰﾀ

５. 動作原理 
 

5 . 1  測 定 信 号 の 流 れ （ 図 5 - 1 参 照 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－１  ブロック図 

 

センサからの信号は、本ユニットのＩＮＰＵＴコネクタに接続され、コンパレータによりゲートの開閉信号を

作ります。測定範囲により本ユニットの基準周波数が切替わり入力周波数の周期に合わせてゲートが開

閉しこの間のクロック数を積算します。次の周期で１／ｔ回路にカウンタの内容を移し逆数演算を行います。

この内容はＤ／Ａ変換器に送られアナログ信号に変換され出力されます。 
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６. オプション 
 

6 . 1  ア ン プ ユ ニ ッ ト  

ご購入済みの製品に本オプションを購入する場合は、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所へご

連絡ください。 

■仕  様 

  ＡＲ１０－１０４（ＡＣストレンアンプユニット）       ＡＲ１０－１０５（振動アンプユニット） 

    ＡＲ１０－１０９（温度アンプユニット） 

    ＡＲ１０－１１０（ＤＣストレンアンプユニット） 

 

 

6 . 2  ＢＮＣ ＯＵＴＰＵＴ（AR10-160・161 １出力） 

ご購入済みの製品に本オプションを購入する場合は、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所へご

連絡ください。 

■仕  様 

出力電圧は±５Ｖ、（ＡＲ１０－１０７：＋５Ｖ）出力負荷は１ｋΩ以上です。 

 

 

6 . 3  Ｄｓｕｂ ＯＵＴＰＵＴ（AR10-162・163 2出力） 

ご購入済みの製品に本オプションを購入する場合は、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所へご

連絡ください。 

■仕  様 

 

 ＡＣストレンアンプ ＤＣストレンアンプ 振動アンプ Ｆ／Ｖコンバータ 温度アンプ 

ＯＵＴＰＵＴＡ ±５Ｖ ±５Ｖ ±５Ｖ ０～５Ｖ ±５Ｖ 

ＯＵＴＰＵＴＢ ±５Ｖ ±５Ｖ ０～３．５３５Ｖｒｍｓ ０～５Ｖ ±５Ｖ 

表６－１ アンプユニット出力電圧 

出力負荷は１ｋΩ以上です。 

 

 

6 . 4  ＯＳＣユニット（AR10-140） 

ご購入済みの製品に本オプションを購入する場合は、ご購入先または、巻末に記載の支店・営業所へ

ご連絡ください。 

■仕  様 

  ・ブリッジ電源：５ｋＨｚ ２．５Ｖｒｍｓ 

  ・ケース間のブリッジ電源同期、ＢＡＬ、±ＣＡＬ、Ｋｅｙ－Ｌｏｃｋ、ＣＨＥＣＫのリモート操作可能。 

  ・リモートコネクタ（２系統）装備 



 ６－２ 

 

6 . 5  ＤＣ電源ユニット（AR10-148） 

ご購入済みの製品に本オプションを購入する場合は、ご購入先または、巻末に記載の支店・営業所へ

ご連絡ください。 

■仕  様 

  ・動作電圧範囲：ＤＣ１１Ｖ～３６Ｖ（ユニットコネクタ端にて） 

  ・起動電流：最大１２Ａ 

  ・消費電力 ＤＣ１２Ｖ，６Ａ（ｍａｘ） 

  ・ＬＣＤにて入力電圧モニタ可能 

  ・ＤＣ電源ユニット装着時もＡＣ電源の使用可能。 

 

■使用上の注意事項 

  ・本電源ユニットの動作電圧範囲は、ＤＣ１１Ｖ～３６Ｖとなっておりますが、この仕様は、電源ユニット

のコネクタ端での電圧範囲にて規定しています。当社のオプションケーブル（ＤＣ電源ケーブル（４７

２２９））を使用した場合、約０．５Ｖの電圧降下が生じます。 

  ・当社のＤＣ電源ケーブル（４７２２９）を使用しないで、他のＤＣ電源用入力ケーブルを使用する場合、

ケーブルの線材抵抗は、往復で０．１Ω以下の物を使用してください。 

  ・使用するＤＣ電源（又は、バッテリ）の電流容量は１５Ａ以上の物を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DC電源ケーブル(47229)

DC電源ﾕﾆｯﾄ
(AR10-148)

DC電源
又は、ﾊﾞｯﾃﾘ

約0.5Vの電圧降下

ｵﾌﾟｼｮﾝ

使用するDC電源（又は、ﾊﾞｯﾃﾘ）の
電流容量は15A以上の物を使用する。

ＡＲ１１０１

DC電源ﾕﾆｯﾄのｺﾈｸﾀ端にて
動作電圧範囲：DC11V～36V

ＡＲ１１０２
ＡＲ１１０３
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6 . 6  ＬＡＮ Ｉ／Ｆ ユニット（AR10-150） 

ご購入済みの製品に本オプションを購入する場合は、ご購入先または、巻末に記載の支店・営業所へ

ご連絡ください。 

 

■仕  様 

  ＩＰアドレスはＬＣＤにて設定 

  イーサーネットインタフェース 

     １００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ（自動切換） 

  使用温度・湿度範囲：０～５０℃、１０％～８０％（非結露） 

  保存温度・湿度範囲：－１０～６０℃、１０％～８０％（非結露） 

  振 動：２．９４ｍ／ｓ2（１０Ｈｚ～１５０Ｈｚ） 

本体電源投入時は、ＬＡＮケーブルを接続しないで下さい。 

 

 

6 . 7  ＵＳＢ Ｉ／Ｆ ユニット（AR10-151） 

ご購入済みの製品に本オプションを購入する場合は、ご購入先または、巻末に記載の支店・営業所へ

ご連絡ください。 

 

■仕  様 

  ＵＳＢドライバＣＤ添付 

  ＵＳＢ１．１、ＵＳＢ２．０規格で接続可 

  デバイスコネクタ 

  本体電源投入時は、ＵＳＢケーブルを接続しないで下さい。 

 

 

6 . 8  ＲＳ－２３２Ｃ Ｉ／Ｆ ユニット（AR10-152） 

ご購入済みの製品に本オプションを購入する場合は、ご購入先または、巻末に記載の支店・営業所へ

ご連絡ください。 

 

■仕  様 

  ８ビット、パリティなし 

  １ストップビット 

  通信速度 ４８００・９６００・１９．２ｋ・３８．４ｋ・ｂｐｓ 

  Ｄｓｕｂ９ピン（オス） 
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6 . 9  ケ ー ス の 機 能 と 種 類  

 

名  称 ＣＨ数 形式 

ベンチトップケース ８ＣＨ AR1101 

１６ＣＨ AR1102 

ラックマウントケース １６ＣＨ AR1103 

表６－１ ケースの種類 

 

表６－１にありますケースをラインナップしています。測定チャネル数などにより選択してください。 

 

 

６．９．１ アンプユニットの収納 

ユニットをケースに収納する場合は，ユニット下面の溝とケースの収納用ガイドを合わせてユニット背

面の電源コネクタが間違いなく接続されるようにゆっくり押し込みます。 

収納される全ユニットを差し込み，ユニット前面から上部の固定用のネジで固定します。 

 

 

必ず電源ケーブルを抜き、コネクタ（端子部）を触らないように収納してください。 

アンプユニットの設定情報は個々に保存しています。交換した場合には必ず設定の確認を行ってくだ

さい。 

  Ｉ／Ｆユニットの情報はケース毎に保管しています。Ｉ／Ｆの種類を変更した場合には必ず設定の確認

を行ってください。 

 

 

６．９．２ 空パネルの取付方法 

空パネルはユニットの異物混入による事故防止のために使用します。ケースへの固定は出力ボードの溝と

ユニット取付け用の上部のネジ穴を利用して取付けます。 

 

 

異物等の侵入による本体損傷防止の為、アンプユニットの入っていないスロットには、必ず空パネル

を取り付けてください。

 

 

 

 

 

 

 

注意

注意
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７. 保 守 
 

7 . 1  確 認 項 目  

本製品は厳密なチェックを経て出荷していますが，部品の自然不良，劣化による性能低下，故障または結

線の不良などにより異常な動作を生じる場合が考えられます。 

異常な動作を生じた場合は，その原因をつきとめ処置する必要があります。十分な性能が得られないと思

われたときは，下記内容及び４項の測定方法をご確認ください。 

その上で，原因のつかめない場合や故障と思われる場合は，その状況，現象あるいは個所をなるべく詳し

く，ご購入先または、巻末に記載の支店・営業所にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告
 ●使用電源電圧範囲を確認してください。 

    使用電源電圧範囲：ＡＣ８５～２６４Ｖ 

ＤＣ１２Ｖ／ＤＣ２４Ｖ（ＤＣ１１～３６Ｖ） 

 ●入力周波数範囲を確認してください。 

      入力周波数範囲：０．１Ｈｚ～２０ｋＨｚ 

 ●同相電圧を確認してください 

     入出力間耐電圧：ＡＣ1ｋＶ、１分間 

 ●保護接地線は必ず，確実に接続してください 
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Ｎｏ Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ：ＶＡＬＵＥツマミ⑪で設定する。

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｙｅｓ：測定範囲切替えツマミ⑧で測定範囲を１００Ｈｚ～２０ｋＨｚに設定する。

ユニット内部修理

手直しする

Ｎｏ

出力表示ＬＥＤが赤色に点灯するか？

校正印加スイッチ④によりＣＡＬを印加する。

測定範囲がＯＦＦになっていないか？

トリガレベルの設定が間違っていないか？

出力が出ない

出力ケーブルが断線、ショートしていないか？

これからのチェックは、まず電源電圧を確認してから進めて下さい。 

 

 

 

使用電源電圧範囲：直流電圧 11～36Ｖ 

交流電圧 85～264Ｖ  50，60，440Ｈz 

 

図７－１ 確認項目チャート図

（１） 



 

 ８－１ 

 

８. 仕  様 
 

8 . 1  Ａ Ｒ １ ０－ １ ０ ７ 仕 様  

項  目 内       容 

チャネル数 ・１チャネル／ユニット 

入 力 ・形式：シングル入力（Ｄｓｕｂｺﾈｸﾀ） 

入力信号波形：正弦波または矩形波（矩形波はデューティ約４０％～６０％以内） 

入力信号範囲：ＡＣ結合：２００ｍＶp-p～３００Ｖｐ-p（入力周波数１００Ｈｚ以上）  

            ＤＣ結合：２００ｍＶｐｋ～３００Ｖｐｋ 

・インピーダンス：１００ｋΩ以上 

・入力結合：ＤＣ／ＡＣ 

・センサ電源：ＤＣ約１２Ｖ（３０ｍＡ ＭＡＸ） 

周波数測定範囲 １００Ｈｚレンジ （０．1Ｈｚ～１００Ｈｚ） 

２００Ｈｚレンジ （０．２Ｈｚ～２００Ｈｚ） 

５００Ｈｚレンジ （０．５Ｈｚ～５００Ｈｚ） 

１ｋＨｚレンジ （  1Ｈｚ～ １ｋＨｚ） 

２ｋＨｚレンジ （  ２Ｈｚ～ ２ｋＨｚ） 

５ｋＨｚレンジ （  ５Ｈｚ～ ５ｋＨｚ） 

１０ｋＨｚレンジ （ １０Ｈｚ～１０ｋＨｚ） 

２０ｋＨｚレンジ （ ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ） 

ＯＦＦ 

精度：±０．３％／ＦＳ 

トリガレベル 設定範囲：０Ｖ～１５０Ｖ  

０Ｖ～４．９Ｖ：０．１Ｖステップ 

５Ｖ～４９Ｖ：１Ｖステップ 

５０Ｖ～１５０Ｖ：１０Ｖステップ      

ヒステリシス：設定値に対して約－７５ｍＶ 

立ち上がりにてトリガがかかります。 

内部校正器 

（ＣＡＬ） 

・＋５Ｖ 

精度：±０．５％  以内 

ローパスフイルタ ・１ポール：１ｋＨｚ、W/B 

安定度 ・感度    ±０．０１％／℃  以内 

レスポンス ・入力周波数の１周期＋２５μ ｓｅｃ以下 

セルフチェック機能   ・内部基準周波数により回路内部のレベルチェックを行い、異常時ＣＨ ＳＥＬＥＣＴ ＬＥＤ 点滅 

 

 
表８－１ ＡＲ１０－１０７仕様一覧（１） 
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項  目 内       容 

出  力 

  

  

   

  

・最大出力  ＋５Ｖ以上 

・電圧・電流  ＯＵＴＰＵＴ A  ＋５Ｖ、＋５ｍＡ  

           ＯＵＴＰＵＴ B  ＋５Ｖ、＋５ｍＡ （ＢＮＣ出力ユニット使用時は出力不可） 

・出力抵抗  １Ω以下 

・容量負荷  ０．１μ Ｆまで動作 

設定値の保存 ・フラッシュメモリへ保存（バックアップ用電池不要で保持可能） 

同相許容電圧 ・ＡＣ３００Ｖｒｍｓ以下 

耐電圧 ・入力と出力、ケース間 ＡＣ１ｋＶ／分間 

耐振性 ・ＭＩＬ－STD－８１０F ５１４．５C－１ 準拠 

・４９m/s2ｒｍｓ（10Ｈｚ～55Hz、X、Y、Z 各１分／ｻｲｸﾙ、5 ｻｲｸﾙ） 

使用温度・湿度範囲 ・－１０℃～５０℃、３５～８５％RH以内、ただし結露がないこと 

保存温度・湿度範囲   ・－２０℃～+７０℃、１０～９０％RH 以内 

外形寸法 ・Ｈ７５．５（±０．５）×Ｗ２２（±０．５）×Ｄ１２８．５（±０．５）ｍｍ ※突起部除く 

質量 ・１４０（±２０）g  

表８－１ ＡＲ１０－１０７シリーズ仕様一覧（２） 
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９. 資 料 
 

9 . 1  周 波 数 ・ 位 相 特 性  

 

AR10-107周波数特性
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AR10-107位相特性
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9 . 2  ケ ー ブ ル 一 覧 表  

名  称 形       状 ピン配置 備考 

ブリッジボックス 

形式 

5370(120Ω ) 

5373(350Ω )  
 

Ａ…+BV 

Ｂ…-入力 

Ｃ…-BV 

Ｄ…+入力 

Ｅ…ｼｰﾙﾄﾞ 

長 さ 3ｍ 

ｹｰﾌ ﾞﾙ外径 Φ 9 . 6  

芯 線 0.5ｍｍ 2   

 

ﾐﾆﾌﾞﾘｯｼﾞﾎﾞｯｸｽ 

形式 5379(120Ω ) 

     5380(350Ω ) 

 

Ａ…+BV 

Ｂ…-入力 

Ｃ…-BV 

Ｄ…+入力 

Ｅ…ｼｰﾙﾄﾞ 

長 さ 2m 

ｹｰﾌ ﾞﾙ外径 Φ 6 . 0  

芯 線 0.3ｍｍ 2   

 

出力ケーブル 

形式 0311-2057 

     (黒ﾓｰﾙﾄﾞ) 

形式 0311-5084 

 (赤ﾓｰﾙﾄﾞ) 
 

赤…+出力 

 (BNC 心線) 

黒…コモン 

長 さ 2m 

金 属 BNC－ミノ虫 （＋赤 、

－黒 ） 

 

出力ケーブル 

形式 47226 
 

 長 さ 2m 

金 属 BNC－金属 B NC 

 

出力ケーブル 

形式 0311-5022 

 

 

 

 

長 さ 1m 

金 属 BNC－バナナプラグ 

出力ケーブル 

形式 0311-5174 

 

 長 さ 2m 

2 連 バナナ--金属 BNC 

RA 接続用  

出力ケーブル 

形式 0311-5200 
 

 長 さ 2m 

金 属 BNC—絶縁 BNC 

RA 接続用  

交流電源コード 

本体・ケース用 

(AC 100V)  

形式 47326 

 

 

 

 長 さ 2 .5m  

2 極 -3 極 変 換 プ ラ グ

（KPR -24S）付  

 

表８－１ ケーブル一覧表（１） 



 

 ９－３ 

 

名  称 形       状 ピン配置 備考 

交流電源コード 

本体用  

（200V） 

形式  0311-5112 

 

 長さ 3.5m 

切離し 

直流電源コード 

ケース用 

形式 47229 
 

赤・・・ＤＣ(＋) 

黒・・・ＤＣ(－) 

ｼｰﾙﾄﾞ 

長 さ 2 .5ｍ 

ｹｰﾌ ﾞﾙ外径 Φ 10  

芯 線 1.25ｍｍ 2  

 

中継ケーブル 

形式 47230 

 

Ａ…+BV 

Ｂ…-入力 

Ｃ…-BV 

Ｄ…+入力 

Ｅ…ｼｰﾙﾄﾞ 

長 さ 10ｍ 

ｹｰﾌ ﾞﾙ外径 Φ 9 . 6  

芯 線 0.5ｍｍ 2  

延長ケーブル   

形式 47231 

 

Ａ…+BV 

Ｂ…-入力 

Ｃ…-BV 

Ｄ…+入力 

Ｅ…ｼｰﾙﾄﾞ 

長 さ 25ｍ 

ｹｰﾌ ﾞﾙ外径 Φ 9 . 6  

芯 線 0.5ｍｍ 2  

同期ケーブル 

AR1000 用  

形式 AR10-401  

①ＫＥＹＬＯＣＫ 

②ＧＮＤ 

③ＢＡＬ 

④＋ＣＡＬ 

⑤－ＣＡＬ 

⑥Ｅ．Ｐ※注 

⑦Ｅ．Ｐ※注 

⑧ＧＮＤ 

⑨ＯＳＣ 

⑩Ｅ．Ｐ※注 

⑪Ｅ．Ｐ※注 

⑫ＣＨＥＣＫ 

長 さ 1.8m  

HR10-12p i n  

同期ケーブル 

AR1000 用  

形式 AR10-402 
 

長 さ 1 .8m  

HR10-12p i n オス-切 離 し 

12
10
11

1

2
3

456
7
8

9

 

（ＯＳＣ ＲＥＭＯＴＥコネクタ） 

※注：この端子は、当社ﾒ

ﾝﾃﾅﾝｽ用の端子のため、

絶対に接続しないでくだ

さい。 

 

 

 

  

 
表８－１ ケーブル一覧表（２） 
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9 . 3  外 形 寸 法 図  
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末長くお使いいただくために 
 

株式会社エー・アンド・デイ 

 

当社製品をご購入いただきありがとうございます。 
 
当社では、ご購入いただいた製品を末長くご使用いただくために、次のような保守サービス体制でのぞんで 
 
おります。 
 

 

１． 保証期間 

ご購入いただいた日より一ヶ年を保証期間とし万一故障が発生した場合に無償で修理させていただきま

す。（ただし、発生した故障が当社の責任の場合に限ります。） 

 

２． 保証期間を過ぎた場合の保守サービス 

保証期間を過ぎた場合には有償で修理サービスを承っております。 

また、お客様のご要望によりオーバーホールも承っております。 

 

３． 保守契約のおすすめ 

当社ではご購入いただいた製品を常に安心して、ご使用いただくために定期点検保守も行っております。

校正費用＋α の料金にて、製品保証をさせていただいております。 

詳しくは保守サービス料金表をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 



 

  メンテナンスサービス 

 

当社の電子計測器には電解コンデンサ､半固定抵抗(ボリウム)､FAN 等の有寿命部品が使

われています。 

 お客様の使用環境、使用頻度によって部品寿命は異なりますが、より長く、効率的にご使

用して頂くために定期的なメンテナンスサービスをお薦めしております。 

 当社ではお客様に納入させていただいた製品を安全に､信頼してご使用頂けるように修理

業務と平行して予防保全の見地から､定期点検及びオーバーホールを行っております。 

 精度管理の為にテストラボへ定期的に校正に出されているお客様が多いと思われます､し

かし年数の経過した製品の中にはゴミ・ホコリ等が入っている事が多く､それが原因での故障

や思わぬ事故につながりかねません。 

 そこで当社での点検・オーバーホールをお勧めいたします。 

 

       有寿命部品の交換目安(※注１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注１ 使用条件：1 日８時間､毎日使用の時 
 

 
 

 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 10 年 
FAN 
スイッチ 
電解コンデンサ  0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

能力(％) 

経時年数 

FAN 
スイッチ 
電解コンデンサ 

経年劣化のダメージを受け始め 

 ＊オーバーホールをお勧めします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

（１）本書の内容の全部または，一部を無断で転載することは固くお断り致します。 

（２）本書の内容に関しては，将来予告なしに変更することがあります。  
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２０１４年 ２月 初版発行 

２０１５年 ６月 ２版発行 
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